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いかに時流を読み、巨大転換

に適応するか。「100年先を

読む」シ リーズの 2作目となる

新刊 『幸福実感社会への転進j

が6月上旬に発売されました。

ご注文は巻末のハガキか、オンラ

インショ ップからどうぞ。

そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
の
が
投
資
機

世
界
で
拡
大
す
る
所
得
格
差

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
イ
ギ
リ
ス
に
創

設
の
墓
礎
が
あ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
組
織
が
あ

る
。
社
会
か
ら
貧
困
と
不
正
を
根
絶
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
組
織
が

今
年

一
月
に
発
表
し
た
驚
嘆
す
る
数
字
が

あ
る
。
世
界
の
上
位
八
人
の
億
万
長
者
の

所
得
は
下
位
半
分
、
す
な
わ
ち
三
六
億
人

の
所
得
に
匹
敵
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

世
界
の
上
位
一
％
の
金
持
ち
の
所
得
と
、

因
と
な
り
、
国
内
か
ら
周
辺
諸
国
、
さ
ら

に
は
世
界
全
体
へ
影
響
す
る
。
そ
の
よ
う

な
課
題
に
世
界
全
体
で
対
処
し
よ
う
と
、

二
0
一
五
年
に
国
際
連
合
が
提
唱
し
た
の

が
S
D
G
S
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
い
う
名

称
の
略
称
で
あ
り
、
一
七
の
目
標
を
設
定

し
て
い
る
。
意
図
は
、
現
在
の
世
代
の
要

求
を
充
足
し
な
が
ら
、
将
来
の
世
代
の
要

求
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

一
九
八

0
年
代

か
ら
登
場
し
た
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う

理
念
の
延
長
に
あ
る
。

当
時
は
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
解
決

が
主
要
な
目
標
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
貧

き

が

困
や
飢
餓
の
減
少
、
福
祉
や
教
育
の
推

進
、
雇
用
や
住
居
の
確
保
、
海
洋
や
森
林

の
保
護
な
ど
広
範
な
社
会
問
題
が
主
要
な

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
、

二
0
三
0
年
ま
で
に

一
定
の
解

決
を
め
ざ
し
て
い
く
政
策
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
国
際
連
合
の
政
策

に
つ
い
て
は
各
国
政
府
が
努
力
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
企
業
や
社

会
も
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
。

日
本
企
業
の
理
念
を

評
価
す
べ
き
時
代

そ
れ
以
外
の
九
九
％
の
人
々
の
所
得
は
同

等
で
あ
り
、
数
年
で
逆
転
す
る
と
い
う
数

字
も
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
貧
富
の
格
差
は
所
得
上
位

-
0
％
の
人
々
と
下
位
一

0
％
の
人
々
の

所
得
比
率
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

一
般
で

あ
る
。
世
界
銀
行
に
よ
る
二
0
―
二
年
の

数
字
に
よ
る
と
、
最
大
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

は
九
九
倍
、
以
下
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
グ
ア
テ
マ
ラ
な
ど
中
米
か
ら
南
米

に
か
け
て
の
国
々
や
、

三
位
で
七
五
倍
の

ア
ン
ゴ
ラ
を
筆
頭
に
、
レ
ソ
ト
、
ナ
ミ
ビ

関
で
あ
り
、

E
s
G
投
資
と
い
う
言
葉
が

登
場
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
投
資
機
関
は

企
業
の
財
務
情
報
を
投
資
の
主
要
な
判
断

材
料
と
し
て
き
た
が
、
財
務
と
は
関
係
な

さ
そ
う
な
E
（
環
境
）
、

S
（
社
会
）
、

G
（企

業
統
治
）
の
視
点
か
ら
企
業
活
動
を
評
価

し
て
投
資
対
象
企
業
を
選
択
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
社
会
へ
の
影
響
を
無
視
し

て
単
純
に
利
益
を
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
は

企
業
活
動
が
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
な
い
時

代
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
は
多
数
の
長
寿
企
業
が
存
在
す

る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
二

0
0八
年
に

韓
国
銀
行
が
調
査
し
た
結
果
で
は
、
創
業

二
0
0年
以
上
の
企
業
は
世
界
四
一
カ
国

に
五
五
八
六
社
が
存
在
し
、
半
分
以
上
の

三
一

四
六
社
が
日
本
の
企
業
で
あ
り
、
以

下
は
ド
イ
ツ
八
三
七
社
、
オ
ラ
ン
ダ
ニ
ニ

二
社
、
フ
ラ
ン
ス

一
九
六
社
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
が
島
国
で
二
0
0
0
年
近
く

安
定
し
た
社
会
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
企
業
の

経
営
理
念
の
効
果
で
あ
る
。

利
益
で
は
な
い
目
標
が

評
価
さ
れ
る
時
代

ア
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
が
上
位
に
登
場
す
る
。

．

参
考
ま
で
に
日
本
は
八
•
四
倍
で
一
―

0
位
で
あ
る
。

こ
の
拡
大
す
る
貧
富
格
差
は
紛
争
の
原

五
七
八
年
創
業
で
世
界
最
古
の
会
社
と

さ
れ
る
建
設
業
・
金
剛
組
の
心
得
は
「
無

私
正
直
に
面
談
い
た
す
べ
き
候
事
」
、
七

あ
わ

づ

一
八
年
に
開
湯
し
た
粟
津
温
泉
に
あ
る
世

ほ
う

し

界
最
古
の
旅
館
・
法
師
の
理
念
は
「
主
客

一
如
の
お
も
て
な
し
の
修
行
」
、
一
五
七

け

ば
り

め

ぼ

そ
は
ち

五
年
創
業
の
加
賀
毛
針
の
老
舗
・
目
細
八

ろ

ぺ

え

し
ゃ

ぜ

郎
兵
衛
商
店
の
社
是
は
「
利
欲
に
う
と
く

義
理
に
さ
と
し
」
な
ど
、
利
益
本
位
で
は

な
い
目
標
を
掲
示
し
て
い
る
企
業
は
日
本

に
多
数
あ
り
、

し
か
も
現
在
で
も
業
態
を

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
立
派
に
存
続
し
て

い
る
。そ
の
一
方
で
、
昨
今
の
世
界
で
は
本
業

に
関
係
の
な
い
企
業
を
買
収
し
、
利
益
が

確
保
で
き
な
け
れ
ば
簡
単
に
売
却
す
る
経

営
が
流
行
し
て
い
る
。
そ
れ
は
経
営
の
対

象
の
中
心
が
顧
客
か
ら
株
主
に
移
行
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
巨
大
企
業

が
巨
額
の
買
収
を
し
た
結
果
、
本
体
の
経

営
が
動
揺
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
事
例

は
国
内
国
外
に
頻
出
し
て
い
る
。

S
D
G
S
や
E
s
G
の
登
場
を
契
機

に
、
世
界
最
多
の
長
寿
企
業
を
存
続
さ
せ

て
き
た
日
本
の
企
業
文
化
を
再
度
評
価
す

る
時
期
で
あ
る
。

格
差
解
消
に
登
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し
た
S
D
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S
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